
作
文
」
を
納
税
貯
蓄
組
合
が
国
税
庁
と

共
同
で
募
集
し
、
大
和
税
務
署
管
内
４

市
13
校
か
ら
１
０
０
０
編
も
の
作
文
を

ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厳
正
な
審

査
に
よ
り
選
出
し
た
作
文
を
、
大
和
税

務
署
を
は
じ
め
と
す
る
行
政
機
関
と
当

会
を
含
む
協
力
団
体
が
表
彰
す
る
の
で

す
が
、
感
染
症
対
策
と
し
て
、
表
彰
式

は
中
止
と
な
り
、
表
彰
状
等
は
個
別
に

授
与
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
表
彰

さ
れ
た
皆
様
に
、こ
の
場
を
お
借
り
し
、

お
祝
い
と
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
そ
し
て
年
が
明
け
ま
し
た
の
で
、
す

ぐ
に
確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す
。
当
会

で
は
相
談
の
予
約
制
、
仕
切
り
設
置
、

検
温
、
消
毒
、
マ
ス
ク
等
着
用
、
換
気

と
い
っ
た
感
染
症
対
策
を
講
じ
つ
つ
会

員
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
の

更
な
る
普
及
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付

の
周
知
・
普
及
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

大
和
税
務
署
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
会

勢
拡
大
も
図
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
て
い

た
だ
き
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
の
更
な
る
普
及

に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
結
び
と
な
り
ま
す
が
、
本
年
も
会
員

皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
、
そ
し
て
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
が
１
日
で

も
早
く
終
息
す

る
こ
と
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま

し
て
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま

す
。
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 川 精 一

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
に
は
素
晴
ら
し
い
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
令
和
最
初
の
正
月
と
な
っ
た
昨
年

は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
期
待
感
を

抱
き
つ
つ
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
に
よ
り
、
３
月
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
延
期
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
４
月
に
は
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ

れ
、
不
要
不
急
の
外
出
自
粛
や
３
密
防

止
が
政
府
か
ら
要
請
さ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
に
よ
っ
て
、
観
光
業
や
飲
食
業
を
は

じ
め
と
す
る
世
の
中
す
べ
て
の
経
済
活

動
は
深
刻
な
事
態
に
陥
り
、
青
色
申
告

会
も
ほ
と
ん
ど
の
行
事
等
を
中
止
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
、
厳

し
い
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
昨
年
10
月
、
献
血
活
動
を
20

年
以
上
継
続
し
て
行
っ
て
き
た
功
労
が

認
め
ら
れ
、
当
会
の
青
年
部
が
日
本
赤

十
字
社
か
ら
「
金
色
有
功
章
」
を
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
気
分
も
塞

ぎ
込
み
が
ち
に
な
る
中
、
明
る
い
知
ら

せ
を
受
け
、喜
び
も
ひ
と
し
お
で
し
た
。

今
後
ま
す
ま
す
の
躍
進
を
期
待
し
ま
す
。

　
ま
た
、
租
税
教
育
推
進
活
動
の
一
環

と
し
て
、
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の

謹
賀
新
年

新
年
の
ご
挨
拶

静岡県・朝霧高原
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大和税務署長

柳 沼 康 二

新
年
の
ご
挨
拶

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
令
和
３
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
一
般

社
団
法
人
大
和
青
色
申
告
会
会
員
の
皆

様
に
謹
ん
で
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
、

川
会
長
を
は
じ
め
役

員
並
び
に
会
員
の
皆
様
に
は
、
税
務
行

政
に
つ
き
ま
し
て
格
別
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
一
般
社
団
法
人
大
和
青
色
申
告
会
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
記
帳
確
認
指
導
会

や
税
務
研
修
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
納

税
者
の
適
正
申
告
に
貢
献
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
租
税
教
室
開
催
へ
の
ご
協
力

の
ほ
か
、
青
年
部
に
お
け
る
街
頭
献
血

や
確
定
申
告
期
の
広
報
車
で
の
広
報
活

動
な
ど
、
納
税
道
義
の
高
揚
と
青
色
申

告
制
度
の
普
及
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
と
り
わ
け
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
」
と
い
う
、
こ

れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
状

況
の
中
、「
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
の
普
及
及
び

【
顧
　
問
】

鈴
木
　
正
和

倉
橋
　
則
康

曽
根
寿
太
郎

【
相
談
役
】

岩
佐
　
光
三

【
理
　
事
】


川
　
精
一
（
会
長
）

堀
田
　
勝
彦
（
副
会
長
）

大
矢
　
勝
彦
（
副
会
長
）

石
井
　
　
茂
（
副
会
長
）

谷
川
　
元
彦
（
副
会
長
）

二
見
　
宣
長
（
副
会
長
）

冨
塚
　
明
夫

岩
崎
　
清
昭

長
岡
　
巨
知

山
村
美
伎
男

柴
田
　
　
茂

下
田
　
兼
義

大
原
　

男

矢
澤
　
富
夫

西
海
　
正
美

松
尾
寿
美
子

藤
井
　
　
弘

小
俣
　
定
生

小
島
　
武
敏

八
木
　
隆
行

上
山
　
　
顕

佐
藤
　
春
子

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
の
利
用
推
進
宣

言
」
を
は
じ
め
、
会
員
増
強
特
別
運
動

な
ど
の
会
勢
拡
大
に
向
け
た
活
動
や
会

員
の
皆
様
へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

取
得
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
熱
心
な
会
活

動
へ
の
取
り
組
み
に
対
し
、
大
変
心
強

く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
も
な
く
、
令
和
２
年
分
の
確
定
申

告
期
を
迎
え
ま
す
。
毎
年
、
大
和
青
色

申
告
会
の
皆
様
に
は
、
青
色
コ
ー
ナ
ー

に
お
い
て
、
確
定
申
告
事
務
の
円
滑
な

運
営
に
多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
お
り
、
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
本
年
も
引
き
続
き
確
定
申
告

期
に
お
け
る
ご
支
援
と
と
も
に
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
ｅ

－

Ｔ

ａ
ｘ
の
更
な
る
利
用
促
進
及
び
期
限
内

納
付
に
、
よ
り
一
層
の
お
力
添
え
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
当
た
り
、
新
し
い
年
が
大
和

青
色
申
告
会
の
更
な
る
飛
躍
の
年
と
な

り
ま
す
よ
う
、
ま
た
、
会
員
の
皆
様
の

ご
健
勝
並
び
に
ご
事
業
の
ご
繁
栄
を
心

か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

陳
　
　
　
勝

【
監
　
事
】

横
山
　
房
司

松
尾
　
誠
一

千
葉
　
　
斉

【
支
部
長
】

中
村
　
京
子
（
中
央
林
間
東
）

宮
道
　
岑
雄
（
中
央
林
間
西
）

佐
藤
　
忠
子
（
下
鶴
間
）

古
木
　
富
美
（
下
鶴
間
北
）

矢
内
　
弘
子
（
南
林
間
北
）

松
岡
　
純
二
（
南
林
間
西
）

田
向
　
琳
子
（
南
林
間
）

竹
内
　
　
弘
（
南
林
間
南
）

石
井
　
　
勇
（
林
間
東
）

吉
野
　
弘
勝
（
西
鶴
間
）

大
澤
　
一
郎
（
西
鶴
間
第
１
）

本
間
　
直
子
（
西
鶴
間
若
草
）

万
場
　
　
勇
（
鶴
間
）

平
塚
　
恵
一
（
草
柳
南
）

古
谷
田
秋
美
（
草
柳
西
）

山
形
　
妙
子
（
中
央
１
）

向
笠
三
津
雄
（
大
和
東
第
１
）

渡
辺
　
隆
敏
（
大
和
東
第
２
）

一
部
冨
士
男
（
大
和
南
）

田
邊
　
政
道
（
桜
ヶ
丘
第
１
）

国
兼
　
泰
信
（
桜
ヶ
丘
第
２
）

鶴
田
　
幸
夫
（
福
田
第
１
）

増
　
　
正
之
（
福
田
第
２
）

仲
戸
川
誠
一
（
渋
谷
東
）

保
田
　
　
豊
（
渋
谷
南
第
１
）

一
之
瀬
義
康
（
座
間
）

齊
藤
　
一
則
（
入
谷
第
１
）

福
田
　
　
亮
（
入
谷
第
２
）

京
免
　
康
彦
（
栗
原
第
２
）

上
田
　
　
勝
（
栗
原
第
３
）

早
坂
　
長
蔵
（
相
武
台
第
１
）

堀
　
　
丈
夫
（
相
武
台
第
２
）

冨
田
　
清
一
（
相
模
が
丘
第
１
）

池
田
あ
や
子
（
相
模
が
丘
第
２
）

矢
板
　
文
平
（
小
松
原
）

外
堀
　
伸
一
（
柏
ヶ
谷
第
２
）

窪
田
　
照
雄
（
柏
ヶ
谷
第
３
）

重
田
　
　
勉
（
国
分
第
１
）

飯
田
　
　
覚
（
国
分
第
２
）

岩
野
　
　
亮
（
上
今
泉
）

池
田
　
裕
司
（
大
谷
・
勝
瀬
）

松
本
　
　
進
（
浜
田
・
国
分
寺
台
）

寺
谷
　
　
進
（
海
老
名
第
４
）

佐
藤
　
孝
夫
（
中
新
田
・
さ
つ
き
）

須
藤
　
則
男
（
杉
久
保
・
上
河
内
）

猪
熊
　
克
行
（
本
郷
・
中
河
内
）

時
任
　
勝
美
（
今
里
・
社
家
）

柏
木
　
敏
男
（
中
野
・
門
沢
橋
）

渡
井
　
賢
次
（
上
土
棚
）

山
添
　
宏
征
（
中
村
）

高
橋
　
　
茂
（
上
深
谷
）

長
沼
　
邦
紘
（
綾
北
）

新
家
　
　
清
（
寺
尾
北
）

矢
部
　
貴
洋
（
早
園
）

西
内
　
節
夫
（
吉
岡
・
綾
西
）

村
田
　
裕
司
（
大
和
農
業
）

鈴
木
　
　
健
（
座
間
農
業
）

鈴
木
　
　
徹
（
海
老
名
農
業
）

川
島
　
好
三
（
綾
瀬
農
業
）

齊
木
　
　
稔
（
大
和
歯
科
医
師
）

佐
々
木
達
也
（
税
理
士
）

謹
ん
で
初
春
の

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す

一
般
社
団
法
人

大
和
青
色
申
告
会
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

つ
つ
が
な
く
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
何
か
と
不
安
に
包
ま
れ
た
年

で
し
た
。
女
性
部
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
す
べ
て
の
行
事
を
中
止
す
る
こ
と

と
し
、
と
て
も
残
念
な
一
年
と
な
り
ま

し
た
。
予
定
し
て
い
た
行
事
が
、
予
定

ど
お
り
実
施
で
き
る
こ
と
。
そ
れ
は
幸

せ
な
こ
と
で
あ
る
と
実
感
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
教
訓
を
胸
に
刻
み
、
今
後

の
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
令
和
３
年
度
は
、
す
べ
て

の
行
事
が
実
施
で
き
ま
す
よ
う
、
平
穏

な
日
常
生
活
が
送
れ
ま
す
よ
う
、
心
よ

り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
確
定
申
告
期
の
３
月
に
は
女
性
部
も

お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
会

場
に
来
ら
れ
る
皆
様
へ
の
気
配
り
を
心

が
け
、
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
自
粛
生
活
に
も
慣
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
う
い
う
と
き
だ
か
ら
こ
そ
、
よ
り
感

染
症
対
策
を
心
が
け
な
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
マ
ス
ク
着
用
は
、
自
分
の
た
め

で
は
な
く
、
相
手
を
気
遣
う
た
め
と
い

う
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、「
感
染

し
た
く
な
い
…
」
で
は
な
く
、「
感
染

さ
せ
な
い
…
」
と
い
う
気
持
ち
で
、
ご

来
場
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
マ

ス
ク
着
用
・
検
温
・
手
指
の
消
毒
な
ど
、

感
染
症
対
策
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
の
干
支
は
牛
。
農
耕
で
人
間
を

助
け
て
く
れ
た
牛
は
、
大
地
を
踏
み
固

め
、
粘
り
強
い
こ
と
か
ら
、
運
が
開
け

る
、
商
売
繁
盛
、
疫
病
退
散
と
縁
起
の

良
い
干
支
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
高

齢
世
代
に
と
っ
て
は
、
母
屋
の
縁
側
か

ら
見
る
ホ
タ
ル
や
ト
ン
ボ
、
モ
～
想
い

出
の
風
景
。
郷
愁
に
ゆ
っ
た
り
と
浸
る

こ
と
が
で
き
、
懐
か
し
く
て
モ
～
感
謝

　
こ
ん
に
ち
は
青
年
部
で
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
献
血

事
業
以
外
は
ほ
と
ん
ど
何
も
で
き
な
か
っ

た
１
年
で
し
た
。
そ
れ
と
も
、
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
献
血
が
で
き
た
だ
け
で
も
良
し
と

す
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
？

　
世
界
中
が
こ
ん
な
に
も
混
乱
す
る
と

部 長

下 田 兼 義

青
年
部
ニ
ュ
ー
ス

新
年
の
ご
挨
拶

部 長

佐 藤 春 子

女
性
部
ニ
ュ
ー
ス

新
年
の
ご
挨
拶

は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
混
乱
は
ま
だ
続

く
よ
う
で
す
が
、
出
来
る
だ
け
早
く
収

束
と
復
興
の
目
処
が
つ
く
こ
と
を
祈
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
度
の
青
年
部
事
業
と
し

ま
し
て
は
、
広
報
車
で
の
広
報
活
動
が

残
る
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
毎
年
、
管

内
４
市
５
地
区
を
順
番
に
回
り
ま
す
。

会
員
さ
ん
は
も
と
よ
り
、
一
般
の
か
た
も

確
定
申
告
に
つ
い
て
認
知
し
て
い
た
だ
け

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
も
一
つ
の
公

益
活
動
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
確
定
申
告
は
早
め
に
税
務
署
へ
」

で
は
な
く
、「
確
定
申
告
は
自
宅
か
ら
Ｐ

Ｃ
で
」
と
い
う
に
時
代
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
密
を
避
け
る
た
め
に
も
Ｐ
Ｃ
で
の

確
定
申
告
を
税
務
署
も
推
奨
し
て
い
ま

す
。

　
青
色
申
告
会
の
会
議
も
、
県
連
や
全

青
色
で
は
今
や
リ
モ
ー
ト
会
議
が
当
た

り
前
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
否
応
な

く
Ｉ
Ｔ
利
用
が
進
む
と
思
い
ま
す
が
、

取
り
残
さ
れ
て
い
る
人
が
ま
だ
ま
だ
い
る

の
も
事
実
で
す
。
税
務
の
こ
と
よ
り
Ｐ
Ｃ

の
扱
い
の
ほ
う
が
難
し
い
と
感
じ
て
い
る

人
は
、
こ
れ
か
ら
も
一
定
数
残
る
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
少
し
で
も
状
況
が
改
善
で

き
る
よ
う
に
Ｉ
Ｔ
利
用
の
研
修
会
や
実

技
講
習
を
開
催
で
き
る
よ
う
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
新
年
恒
例
の
干
支
の
話
を
。

今
年
は
「
辛
丑
（
か
の
と
う
し
）」
で
す
。

「
辛
」
は
草
木
が
枯
れ
、
新
し
く
な
ろ
う

と
し
て
い
る
状
態
、「
丑
」
は
種
か
ら
芽

が
出
よ
う
と
す
る
状
態
、
だ
そ
う
で
す
。

終
わ
り
の
始
ま
り
。
転
換
期
の
年
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

　
昨
年
の
混
乱
が
終
わ
り
、
新
し
い
希

望
に
向
か
う
１
年
で
あ
る
と
い
い
で
す
ね
。

の
干
支
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
事
業

の
ご
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

支部数 会員数 支部数 会員数 会員数

大 和 北 １３ ９２６ 農 業 ４ １，１３７ 準 会 員 Ａ １２１

大 和 南 １６ ９８８ 歯 科 医 師 ２ ２２ 準 会 員 Ｂ １６４

座 間 １４ ９４９ 税 理 士 １ ７６

海 老 名 １４ ７９７ 事 務 局 １５２

綾 瀬 ９ ５６５ 正 会 員 計 ５，６１２ 準 会 員 計 ２８５

支部と会員数　　　（令和２年11月20日 現在）
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昨
秋
11
月
16
日
、
当
会
の
事
務
局
に

お
い
て
大
和
税
務
署
に
よ
る
納
税
表
彰

伝
達
式
が
行
わ
れ
、
当
会
関
係
者
か
ら

は
次
の
方
々
が
永
年
の
功
労
に
よ
り
表

納

税

表

彰

 

令
和
２
年
度

◎
大
和
税
務
署
長
表
彰
状矢 澤 富 夫

座間市

 川 精 一

座間市

冨 田 清 一

座間市

猪 熊 克 行

海老名市

池 田 裕 司

海老名市

窪 田 照 雄

海老名市

◎
大
和
税
務
署
長
感
謝
状秋 山 弘 子

大和市

◎
東
京
国
税
局
長
表
彰
状

長 沼 邦 紘

綾瀬市

◎
厚
木
県
税
事
務
所
長
表
彰
状

会
員
の
皆
様
か
ら
の
寄
稿

あ
お
い
ろ
ポ
ス
ト

青
色
申
告
会
と
私

　
大
和
南
地
区
の
理
事
と
青
年
部
長
を

兼
任
し
て
お
り
ま
す
下
田
で
す
。
今
回

は
青
年
部
ニ
ュ
ー
ス
だ
け
で
な
く
、
こ

ち
ら
の
寄
稿
も
依
頼
さ
れ
ま
し
た
の

で
、少
し
昔
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
平
成
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
頃
、「
税

金
の
勉
強
が
で
き
る
か
ら
」
と
青
色
申

告
会
の
記
帳
専
門
指
導
員
に
な
る
こ
と

を
父
親
か
ら
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
税
に

つ
い
て
何
も
知
ら
な
い
大
学
生
が
い
き

な
り
指
導
員
に
な
る
こ
と
な
ど
、
今
で

は
あ
り
得
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
当
初
は
ベ
テ
ラ
ン
職
員
の
矢
口
さ
ん

の
隣
に
座
り
、
指
示
さ
れ
た
こ
と
を
何

と
か
こ
な
し
て
い
ま
し
た
。
１
か
所
を

間
違
う
と
、
そ
の
後
の
計
算
も
す
べ
て

や
り
直
し
で
す
。
二
重
線
と
訂
正
印
だ

ら
け
に
な
る
た
め
、
間
違
わ
な
い
よ
う

必
死
で
し
た
。（
で
も
間
違
っ
て
し
ま

う
。）
今
で
も
「
下
田
君
こ
こ
違
う
」

「
こ
こ
直
し
て
」
と
い
う
声
が
記
憶
に

残
っ
て
い
ま
す
。
矢
口
さ
ん
は
会
員
さ

ん
の
信
頼
も
厚
く
、
順
番
が
後
に
な
っ

て
も
い
い
か
ら
矢
口
さ
ん
に
相
談
し
た

い
と
い
う
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
身
の
上
話
を
聞
き
つ
つ
指
導
さ

れ
て
い
た
姿
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
そ
し
て
平
成
４
年
、
厚
木
か
ら
分
割

す
る
か
た
ち
で
大
和
青
色
申
告
会
が
創

立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
翌
年
、
事
務
局

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
東
京
国
税
局
長
か
ら

川
精

一
会
長
が
、
神
奈
川
県
厚
木
県
税
事
務

所
長
か
ら
長
沼
邦
紘
支
部
長
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

か
ら
大
和
駅
前
の
中
華
飯
店
に
来
る
よ

う
連
絡
が
あ
り
、
行
く
と
若
手
の
会
員

さ
ん
ら
し
き
人
が
集
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
「
今
日
集
ま
っ
て
い
た
だ

い
た
方
は
、
青
年
部
の
メ
ン
バ
ー
で

す
。」
と
発
表
が
あ
り
、「
え
？
そ
う
な

の
？
」
と
何
を
す
る
の
か
わ
か
ら
な
い

ま
ま
青
年
部
に
所
属
し
、
27
年
が
経
ち

ま
し
た
（
笑
）
ち
な
み
に
当
時
の
青
年

部
の
担
当
職
員
は
、
今
の
小
林
事
務
局

長
で
す
。

　
青
年
部
発
足
か
ら
数
年
後
、
初
代
会

長
の
加
藤
英
雄
さ
ん
か
ら
「
青
年
部

で
献
血
の
お
手
伝
い
を
し
て
み
な
い

か
？
」
と
の
ご
提
案
が
あ
り
、
街
頭
献

血
の
呼
び
か
け
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の

活
動
が
今
も
続
い
て
お
り
、
日
本
赤
十

字
社
よ
り
金
色
有
功
章
を
昨
年
い
た
だ

い
た
の
は
ご
存
じ
の
と
お
り
で
す
。
加

藤
さ
ん
の
一
言
が
な
け
れ
ば
献
血
と
は

無
縁
の
青
年
部
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
今
で
は
一
番
重
要
な
、
そ
し
て

名
誉
あ
る
活
動
と
な
っ
て
お
り
、
今
後

も
引
き
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
望
み
ま

す
。

　「
税
は
公
平
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
い
う
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
に
よ
り
、
申
告

納
税
制
度
が
昭
和
25
年
に
始
ま
り
、
青

色
申
告
会
に
と
っ
て
昨
年
は
70
年
の
節

目
の
年
と
な
り
ま
し
た
。人
が
変
わ
り
、

税
制
が
変
わ
り
、
Ｉ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
の
普
及

で
申
告
方
法
が
変
わ
っ
て
も
、「
課
税

と
納
税
」と
い
う
か
た
ち
は
不
変
で
す
。

我
々
小
規
模
事
業
者
が
常
に
「
税
の
公

平
」
に
つ
い
て
考
え
、
声
を
上
げ
る
こ

と
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

理
事
　
下
田
　
兼
義
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無断転載および複製禁止

地区会等 所属支部等 代議員氏名 地区会等 所属支部等 代議員氏名

大和北地区
（13名）

中 央 林 間 東 井 上 寿 夫 座間地区 相模が丘第２ 関 口 吉 三

中 央 林 間 西 前　田　　　進 小 松 原 矢 板 文 平

下 鶴 間 瀬　沼　　　諭 海老名地区
（14名）

柏 ヶ 谷 第 １ 小野田　英　明

下 鶴 間 佐 藤 忠 子 柏 ヶ 谷 第 ２ 伊 藤 善 昭

下 鶴 間 北 古 木 富 美 柏 ヶ 谷 第 ３ 吉 原 達 朗

南 林 間 北 矢 内 弘 子 国 分 第 １ 重　田　　　勉

南 林 間 西 松 岡 純 二 国 分 第 ２ 飯　田　　　覚

南 林 間 田 向 琳 子 上 今 泉 岩　野　　　亮

南 林 間 南 竹　内　　　弘 大　谷・勝　瀬 池 田 裕 司

林 間 東 石　井　　　勇 浜田・国分寺台 松　本　　　進

西 鶴 間 第 １ 大 澤 一 郎 海 老 名 第 ４ 寺　谷　　　進

西 鶴 間 若 草 本 間 直 子 中新田・さつき 金　子　　　孝

鶴 間 万　場　　　勇 杉久保・上河内 須 藤 則 男

大和南地区
（19名）

草 柳 南 平 塚 恵 一 本　郷・中河内 清　田　　　豪

草 柳 西 古谷田　秋　美 今　里・社　家 時 任 勝 美

中 央 １ 山 形 妙 子 中　野・門沢橋 柏 木 敏 男

中 央 ２ 田 邉 一 三 綾瀬地区
（8名）

落 合 比留川　　　貢

大 和 東 第 １ 向　笠　三津雄 上 土 棚 渡 井 賢 次

大 和 東 第 ２ 渡 辺 隆 敏 中 村 山 添 宏 征

大 和 東 第 ２ 秋 山 弘 子 上 深 谷 髙　橋　　　茂

大 和 南 一　部　冨士男 綾 北 長 沼 邦 紘

大 和 南 山 口 政 徳 寺 尾 北 新　家　　　清

桜 ヶ 丘 第 １ 田 邊 政 道 早 園 矢 部 貴 洋

桜 ヶ 丘 第 １ 小 菅 直 孝 吉　岡・綾　西 西 内 節 夫

桜 ヶ 丘 第 ２ 山 下 勝 昭 大和農業
（3名）

大 和 農 業 村 田 裕 司

福 田 第 ２ 増　　　正　之 大 和 農 業 伴　　　勝　義

福 田 第 ２ 小 菅 春 子 大 和 農 業 畑 勤

渋 谷 西 松 井 憲 司 座間農業
（2名）

座 間 農 業 大 矢 積 男

渋 谷 東 仲戸川　誠　一 座 間 農 業 鈴　木　　　健

渋 谷 東 渥 美 吉 雄 海老名農業
（2名）

海 老 名 農 業 杉 山 博 行

渋 谷 南 第 １ 保　田　　　豊 海 老 名 農 業 大　矢　美知子

渋 谷 南 第 １ 山 口 芳 美 綾瀬農業
（2名）

綾 瀬 農 業 綱 島 好 夫

座間地区
（12名）

座 間 一之瀬　義　康 綾 瀬 農 業 田地川　和　男

入 谷 第 １ 齊 藤 一 則 歯科医師支部
（1名）

大　和・座　間
　・　　海老名

山 本 正 昭
入 谷 第 ２ 福　田　　　亮

栗 原 第 ２ 京 免 康 彦 税理士支部
（1名）

税 理 士 石 田 宏 一
栗 原 第 ３ 上　田　　　勝

相 武 台 第 １ 早 坂 長 藏

相 武 台 第 ２ 堀　　　丈　夫

相 武 台 第 ２ 笹　川　　　隆

相模が丘第１ 冨 田 清 一

相模が丘第２ 池　田　あや子

令和２年11月に実施された代議員選挙にて当選者は、下表のとおりとなります。

代議員当選のお知らせ

代議員総数　77名

一般社団法人 大和青色申告会　代議員名簿 【※敬称略】
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○ ｅ－Ｔａｘ申告について

○ 令和２年分の所得税から適用される改正事項（主なもの）

～新型コロナウイルス感染防止の観点からもご自宅からのｅ-Ｔａｘをご利用ください～

　申告書は、国税庁ホームページで作成・印刷もできます！
「国税庁ホームページ」へアクセス
所得税、消費税及び贈与税の申告書、収支内訳書や青色申告決算書を作成できます。
（所得税の申告書については、スマートフォンやタブレット端末でも作成できます。）

申告書を作成
画面の案内に従って金額などを入力するだけで申告書が作成できます。自動計算なので計算誤りがありません。

ｅ-Ｔａｘで送信して提出
①マイナンバーカードを使って送信
マイナンバーカード、ＩＣカードリーダライタ又はマイナンバー対応のスマートフォンをご用意ください。

②ＩＤとパスワードで送信
ＩＤ・パスワード方式は、事前の届出が必要です。届出をする場合は、申告されるご本人が顔写真付きの本
人確認書類をお持ちの上、お近くの税務署にお越しください。

１．給与所得控除、公的年金等控除の引き下げ
２．基礎控除の引き上げと逓減
３．所得金額調整控除の創設
４．扶養親族等の範囲の見直し
５．青色申告特別控除の引き下げと65万円控除の要件追加
６．ひとり親控除の創設と寡婦控除の見直し
７．少額減価償却資産の取得価額の必要経費算入の特例制度の延長
※詳しくは「青色だより第140号（令和2年8月1日付）をご覧ください。

※振替納税のご利用（新規・変更・他署からの転入）は手続
きが必要です。

大和税務署からの

お知らせ

○ 令和２年分の申告・納税の期限 及び
振替納税の振替日は、次のとおりです。

税　目 申告及び納税の期限 振替日

所得税 及び
復興特別所得税 令和３年３月１５日（月）まで 令和３年４月１９日（月）

（個人事業者の方の）
消費税及び地方消費税 令和３年３月３１日（水）まで 令和３年４月２３日（金）

贈与税 令和３年３月１５日（月）まで 振替納税のご利用はできません

申告書にはマイナンバーの記載が必要です！
確定申告書等を税務署へ提出する際は、"毎回" マイナンバーの記載と、本人確認書類
（番号確認書類及び身元確認書類）の提示又は写しの添付が必要です。

スマートフォンは
こちら

１
STEP

２
STEP

３
STEP
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　訂正申告書を書面で提出した場合には、確定申告書が書面で提出されたことになるため、
６５万円の控除を受けることはできません。

　個別の助成金の事実関係によって課税関係は異なりますが、主な助成金等の課
税関係は次のとおりです。

　新型コロナウイルス感染症の支援対策と
して、国や地方公共団体等から支給される
助成金などがありますが、こうした助成金
は所得税の課税対象となりますか？

　確定申告書及び青色申告決算書をｅ-Ｔａｘで提出した後、書面で申告期限内
に再度申告（訂正申告）を行った場合、６５万円控除の適用を受けることはで
きますか？

入会６名 ～ 秋期 会員増強特別運動

　会勢拡大のための特別運動が10月16日から

11月15日まで実施され、皆さんのご協力により

６名の方が入会されました。

【大和北地区】 ３名

【大和南地区】 ２名

【海老名地区】 １名

非
課
税

特別定額給付金
子育て世帯臨時特別給付金
新型コロナウイルス感染症対応休業支援金
新型コロナウイルス感染症対応休業給付金
学資として支給される金品
学生支援緊急給付金

心身又は資産に加えられた損害について支給を受け
る相当の見舞金

低所得のひとり親世帯への臨時特別給付金
新型コロナウイルス感染症対応従事者への慰労金
企業主導型ベビーシッター利用者支援事業の特例措

置における割引券
東京都のベビーシッター利用支援事業における助成

課
税

【事業所得に区分されるもの】
持続化給付金（事業所得者向け）
家賃支援給付金
農林漁業者への経営継続補助金
文化芸術・スポーツ活動の継続支援

東京都の感染拡大防止協力金
雇用調整助成金
小学校休業等対応助成金
小学校休業等対応支援金

【一時所得に区分されるもの】
持続化給付金（給与所得者向け）
 Go Toキャンペーン事業における給付金

【雑所得に区分されるもの】
持続化給付金（雑所得者向け）



※事業所得の金額の計算においては、「総収入金額」から「必要経費」を差し引くこととされています。各種給付金等の申請手続に際して
発生した費用（行政書士に対する報酬料金など）はこの必要経費に該当します。
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　事務局からのお知らせ　
◆確定申告期間中、下記の日付に限り休日も業務

をおこないます。

●令和３年12月21日（日）
業務時間　18：45 ～ 16：00

●令和３年12月28日（日）
業務時間　18：45 ～ 16：00

●令和３年13月13日（土）
業務時間　18：45 ～ 12：00

◆給与支払報告書および確定申告書等にはマイナ

ンバーの記載が必要となっております。

　当会ではマイナンバーの記載された書類をお

預かりする際、「特定個人情報の取扱いに関する

同意書」を提出（※）していただくことになります

ので、ご理解ご協力のほどお願いいたします。
※過去に提出されている場合は提出不要

　県内の全市町村と神奈川県は、法令の適正運用及び

納税者の利便性向上のため、個人住民税の特別徴収完

全実施を目指し、神奈川県統一基準を基本とする要件

に該当する全ての事業者を特別徴収義務者として随

時、指定させていただいています。引き続き、特別徴

収推進にご協力をお願いいたします。

　詳細につきましては、各市役所にご確認ください。

市からのお知らせ

大和市役所 市民税課、 座間市役所 市民税課、 海老名市役所 市民税課、 綾瀬市役所 課税課

■広報紙「青色だより」に広告

を掲載してみませんか？

■発行部数は、会員数と同数（約

5,600部）で、大和市、座

間市、海老名市、綾瀬市の会員様に配付しております。

■この記事の大きさで１回5,000円です。（会員様の場合

は、２割引で4,000円）さらに、年間契約（５回の掲載）

の場合は、１回分を無料とさせていただきます。

■ご希望の方は、事務局（広報誌担当）までご連絡ください。

間市、海老名市、綾瀬市の会員様に配付しております。

広告募集

◆ 給与支払報告書の早期提出について

◆ 個人住民税の特別徴収について

◆ 個人番号（マイナンバー）、法人番号の給
与支払報告書への記載について

※ 令和３年１月１日より、ｅLTAXによる電子送信又は光ディス
ク（磁気テープ、磁気ディスクなど）による提出義務の判断
基準が、1000枚以上から100枚以上に引き下げられましたので
ご注意ください。

　会員の皆様におかれましては、日頃より税務行政につきま

して、ご理解ご協力をいただき誠にありがとうございます。

　給与支払報告書を提出していただく時期が参りまし

た。令和３年２月１日（月）が提出期限となります。個

人住民税課税事務の円滑処理のため、早期提出にご協

力をお願いいたします。

　社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）の施行に

伴い、給与支払報告書には個人番号および法人番号の

記載が必要となっています。給与支払者、給与受給者、

（源泉・特別）控除対象配偶者および扶養親族それぞ

れに記載が必要となりますので、お忘れのないようご

注意ください。


